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「楽しく生きる」 

 沖縄出張のため、羽田空港でチェックインの手続きをしようとしたきです。地上係員が困った顔になり「こ

の便にお客様のデータが見つかりません。キャンセルされました？」えっ！とまさに青天の霹靂です。慌て

て携帯電話のアプリを確認すると、そこにはしっかりと予約はあり、その係員にも見せました。たちまち彼

女は色々なところに電話をかけていましたが、埒が明かない様子です。そのうち外のベンチで待つように

とカウンターからの退出を求められました。この様な場合、人がとる態度は 2つの選択肢のどちらかです。

一つはかっとなって口角泡を飛ばして怒るか、もう一つは深呼吸して大人しく待つか。以前の私でしたら、

当然のごとく前者の行動様式しか知りませんでした。しかし、今回は後者を選ぶことが出来ました。きっと

その日は、比較的余裕が有った事と、もしかしたらアップグレードしてもらえるかもと淡い期待があったか

らです。ベンチで待っていたところ、先ほどの係員からこの便に搭乗希望ならもう一度買い直すしかないと

の事。そこでもう一度アプリ内の予約を見せ、再度調査をお願いしました。最終的には航空券を再発行し

てもらい事なきを得ましたが、これでアプリのデータも消えていたらどうなっていたかと不安に思いつつも、

とりあえず慌ただしく搭乗しました。 

離陸の間、あの時怒ってアップグレードして貰えたところで自分の気分はどうだったであろうかと考えまし

た。きっと自分の心の醜さを晒してしまった事に対し、嫌悪感が残るであろうと思いました。それよりも無事

に乗れたことを喜び、出発が迫る中懸命に各関係部署に問い合わせ、尽力してくれた担当者に感謝する

方がよっぽど気分がいいという結論に至りました。生き方の目的を、自分に得することや人に勝つことを

やめ、どう楽しく生きられるかに視点を置くと、心が安らかになれますし、人間関係もとてもよくなると思い

ます。悩みのない人生の第一歩は行動、思考の選択を楽しく生きる事にすることだと思います。 
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